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  赤崎いちご園の生産者たち    「赤崎いちご」を使用した商品 

      
 能登町の赤崎台地にある「赤崎いちご園」は、昭和３４年から始まった観光いちご園

です。現在１１戸の農家が、甘くて、香りもよく、真っ赤で美味しいいちご、「宝交早

生」を栽培しており、休日には観光客で賑わいをみせています。 
しかし、このいちごの収穫最盛期は、観光客の多いゴールデンウィークを過ぎてから

のため、沢山のいちごが摘み取られずに残ってしまい、その有効活用を図る取組が求め

られていました。 
 
このような状況の中、当事務所では、コンビニエンスストアがパンのジャム原料とし

ていちごを求めているとの情報を得たことから、コンビニエンスストア仕向け用とし

て、能登町と連携し、ジャム加工を行う食品加工業者と産地の契約取引を支援しました。 
 
農家は、初めての取組ということもあり、不安や戸惑いから中々足を踏み出せずにい

ました。これに対して、当事務所が取組のメリット、デメリットを整理して提示したと

ころ、農家４戸が挑戦することになりました。 
赤崎いちごの果肉は非常に柔らかく傷みやすいため、生鮮としての出荷はできませ

ん。このため、産地とともに食品加工業者等と打合せを何度も重ね、冷凍で出荷するこ

とになりました。 
 
出荷されたいちごは、平成２０年度から「能登のいちごのカステラサンド」としてコ

ンビニエンスストアで販売され、大変好評を得ています。また、今年は、いちごの摘み

取り時期に合わせ、「能登苺とカスタードのダブルシュー」が新たに発売されました。 
本取組も今年で３年目となり、出荷量は、当初の２２０ｋｇから１，５００ｋｇに増

加し、取組農家も９戸に増え、農家所得の向上につながっています。 
 
農林総合事務所としましては、農業・農村の活性化を図るため、今後も、産地と需要

者のマッチングを通じて、農業の６次産業化や農商工連携の取組を推進していく考えで

す。 
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